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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 1,293 △8.2 112 79.1 100 89.0 32 ―
21年3月期第2四半期 1,408 ― 63 ― 53 ― △21 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 203.89 195.70
21年3月期第2四半期 △137.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 2,807 982 35.0 6,100.92
21年3月期 3,186 948 29.8 5,888.99

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  982百万円 21年3月期  948百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― ― ―
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,800 △0.8 200 3.8 180 3.5 80 △33.5 496.72



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものです。実
際の業績は、今後の様々な要因により、予想値と異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 161,072株 21年3月期  161,072株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  16株 21年3月期  16株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 161,056株 21年3月期第2四半期 158,662株



 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機による景気悪化が根強く、企業収益や雇用環

境が悪化し、個人消費が低迷するなど、景気の先行きは依然として厳しい状況で推移しております。 

 このような経済状況において、「人が安心して働ける環境を創る」という経営理念に基づき、保険会社とのプロジ

ェクトによる団体長期障害所得補償保険（以下ＧＬＴＤという）の販売や、精神的な疾患が原因で働けなくなるリス

クの軽減と社員の生産性の向上を目的としたメンタルヘルスケアの各種サービスの販売・新サービスの開発等に積極

的に取組みましたが、当社の提供している企業向けの福利厚生関連の各種サービスに対する企業の需要は厳しい状況

で推移しております。このような厳しい状況に対応して、効率的な事業運営を行うことによりコスト削減を進めてま

いりました。また、前第２四半期連結累計期間において発生していたオフィスの移転に伴う一時的な費用は、当第２

四半期連結累計期間においては、発生しておりません。 

 その結果、売上高1,293百万円（前年同期比8.2％減）、営業利益は112百万円（前年同期比79.1％増）、経常利益

は100百万円（前年同期比89.0％増）、四半期純利益は32百万円（前年同期は四半期純損失21百万円）となりまし

た。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。 

  

（就業障害者支援事業） 

 ＧＬＴＤの新規顧客に対する販売については、引き続き保険会社とのプロジェクトを中心に、新規顧客の開拓を進

めてまいりました。また、ＧＬＴＤの既存顧客に関しましては、加入者数増加施策の提案やグループ企業への拡大、

顧客のニーズに沿ったプラン変更を提案するなど、積極的な営業活動を実施いたしました。これらの活動により、Ｇ

ＬＴＤの加入者数は平成21年９月末現在で、約31万３千人となり、順調に推移しておりますが、保険事務アウトソー

スの契約の一部が保険会社の業務の内製化に伴い解除されたため、売上高は減少しております。しかしながら、効率

的な事業の運営を行うことにより、コスト削減を進めた結果、営業利益は増加しております。 

 この結果、就業障害者支援事業の売上高は422百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益は68百万円（前年同期比

3.0％増）となりました。 

  

（メンタルヘルスケア事業） 

 当事業においては、昨年に引き続き各種パートナーとの連携等を通じて、ココロの健康診断eMeに基づく早期発見

と早期対応を特徴としたアドバンテッジＥＡＰ（Employee Assistance Programの略）、従業員の悩みに対応し組織

の生産性を上げるフォーサイトＥＡＰ、メンタルタフネスを強化するＭＴＯＰ、早期離職を予防するＨＩＬ等、様々

なニーズに対応できる商品・サービスを提供してまいりました。また、精神疾患のリスクを測定し、早期対応を可能

にするＳＭＡＲＴの販売を開始するなど、提供するサービスの向上に努めております。これらの活動により、メンタ

ルヘルスケアの各種サービスの利用者数は平成21年９月末現在で、約66万３千人となっておりますが、昨今の急激な

経済環境の悪化に伴う企業の一時的なコスト抑制により、研修等の短期的に発生する収益については、減少しており

ます。 

 この結果、メンタルヘルスケア事業の売上高は518百万円（前年同期比2.7％減）、営業利益は60百万円（前年同期

比21.8％減）となりました。 

  

（パーソナルリスク事業） 

 当事業においては、主に個人を対象とした保険を販売しておりますが、引き続きオペレーション業務の効率化やサ

ービスの見直し等、より一層収益性が向上するために各種の施策を実施しております。また、平成20年９月にファイ

ナンシャルプランニングに関するサービス提供を行うＦＰネットワークの事業譲渡、及び、平成21年３月に保険代理

店契約上の地位の一部の譲渡を実施しているため、当第２四半期連結累計期間には当該事項にかかわる売上高は含ま

れておりません。 

 この結果、パーソナルリスク事業の売上高は252百万円（前年同期比19.2％減）、営業利益は196百万円（前年同期

比0.6％減）となりました。 

  

（ビジネスリスク事業） 

 当事業においては、主に法人を対象とした保険を販売しておりますが、引き続き新規及び既存顧客へ各種の保険商

品の提案活動や保険料削減提案等を実施することにより、新規契約の獲得及び既存契約の維持に努めました。しかし

ながら、経済環境の悪化に伴い、企業の保険契約の更改に対する判断や、保険会社の保険の引受姿勢に変化が現れる

など、厳しい状況が続いており、売上高は減少しておりますが、効率的な事業運営の実施と前第２四半期連結累計期

間に発生していたのれん償却の終了によりコストが削減されたため、営業利益は増加しております。 

 この結果、ビジネスリスク事業の売上高は100百万円（前年同期比22.9％減）、営業利益は26百万円（前年同期比

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報



159.6％増）となりました。 

  

  

（１） 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結累計期間末の総資産額は前連結会計年度末より378百万円減少し、2,807百万円となりました。流

動資産は335百万円減少し、1,285百万円となりました。これは主に、契約者からの保険料の入金条件等により、保険

会社の所有物である契約者から領収した保険料にあたる保険代理店勘定が減少したことによるものです。固定資産は

43百万円減少し、1,521百万円となりました。これは主に、のれんが償却により減少したことによるものです。な

お、ソフトウェアが増加しソフトウェア仮勘定が減少しておりますが、これは、ソフトウェアの完成に伴い、ソフト

ウェア仮勘定からソフトウェアへ振り替えがなされたことによるものです。 

 当第２四半期連結累計期間末の負債は前連結会計年度末より413百万円減少し、1,825百万円となりました。流動負

債は302百万円減少し、1,335百万円となりました。これは主に、契約者からの保険料の入金条件等により、保険会社

の所有物である契約者から領収した保険料にあたる保険料預り金が減少したことによるものです。固定負債は110百

万円減少し、489百万円となりました。これは借入れの返済により、長期借入金が減少したことによるものです。 

 当第２四半期連結累計期間末の純資産は前連結会計年度末より34百万円増加し、982百万円となりました。これは

主に、当第２四半期連結累計期間の経営成績の結果により利益剰余金が増加したことによるものです。 

  

（２） キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前連結会計年度末より55百万円

増加し、365百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は203百万円（前年同期比41.5％増）となりました。 

 これは主に、減価償却費が78百万円となったこと、税金等調整前四半期純利益が76百万円となったこと、未払金の

減少額が30百万円となったこと、売上債権の減少額が28百万円となったこと、のれん償却額が27百万円となったこ

と、及び、投資有価証券評価損が25百万円となったことによるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は３百万円（前年同期は、投資活動の結果使用した資金が166百万円）となりまし

た。 

 これは主に、事業譲渡による収入が86百万円となったこと、及び、無形固定資産の取得による支出が81百万円とな

ったことによるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は151百万円（前年同期は、財務活動の結果得られた資金が31百万円）となりまし

た。 

 これは主に、長期借入金の返済による支出が153百万円となったこと、及び、短期借入金が２百万円増加したこと

によるものです。 

   

 通期の業績予想につきましては、平成21年５月15日に開示した業績予想に変更はありません。なお、１株当たり当

期純利益につきましては、本資料発表日現在予測可能な株式数の増減を反映させた期中平均株式数を元に算出してお

ります。 

 現時点では、企業の景況感に厳しさが続く中、先行きに不透明感はありますが、当初の業績予想に対して概ね順調

に推移しているものと考えております。  

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用



 該当事項はありません。  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 365,168 309,292

受取手形及び売掛金 514,052 542,262

保険代理店勘定 319,862 563,925

繰延税金資産 48,016 61,693

その他 38,845 144,024

流動資産合計 1,285,944 1,621,197

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 62,951 62,951

減価償却累計額 △21,576 △16,934

建物及び構築物（純額） 41,375 46,017

工具、器具及び備品 116,246 109,622

減価償却累計額 △78,787 △70,524

工具、器具及び備品（純額） 37,458 39,097

有形固定資産合計 78,834 85,115

無形固定資産   

のれん 719,366 746,765

ソフトウエア 459,865 284,243

ソフトウエア仮勘定 15,037 176,407

その他 29,376 31,063

無形固定資産合計 1,223,645 1,238,479

投資その他の資産   

投資有価証券 45,253 68,519

敷金及び保証金 124,542 124,783

繰延税金資産 40,540 37,229

その他 8,871 11,182

投資その他の資産合計 219,208 241,715

固定資産合計 1,521,688 1,565,310

資産合計 2,807,633 3,186,508



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 420,000 417,690

1年内返済予定の長期借入金 223,288 266,538

未払法人税等 38,649 14,073

保険料預り金 319,862 563,925

賞与引当金 39,261 44,567

その他 294,033 330,913

流動負債合計 1,335,094 1,637,708

固定負債   

長期借入金 489,948 600,342

固定負債合計 489,948 600,342

負債合計 1,825,042 2,238,050

純資産の部   

株主資本   

資本金 243,299 243,299

資本剰余金 194,893 194,893

利益剰余金 542,252 509,415

自己株式 △219 △219

株主資本合計 980,226 947,389

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,365 1,337

繰延ヘッジ損益 △2 △269

評価・換算差額等合計 2,363 1,068

純資産合計 982,590 948,457

負債純資産合計 2,807,633 3,186,508



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 1,408,418 1,293,580

売上原価 249,197 278,172

売上総利益 1,159,220 1,015,408

販売費及び一般管理費 ※1  1,096,197 ※1  902,525

営業利益 63,023 112,882

営業外収益   

受取利息 792 －

受取配当金 479 438

負ののれん償却額 1,170 －

保険解約返戻金 3,388 157

助成金収入 700 －

その他 276 283

営業外収益合計 6,807 878

営業外費用   

支払利息 14,371 13,048

持分法による投資損失 2,178 －

その他 5 －

営業外費用合計 16,554 13,048

経常利益 53,275 100,713

特別利益   

事業譲渡益 10,000 425

特別利益合計 10,000 425

特別損失   

投資有価証券評価損 － 25,000

固定資産除却損 2,303 －

事務所移転費用 20,469 －

長期前払費用償却 9,178 －

特別損失合計 31,952 25,000

税金等調整前四半期純利益 31,323 76,138

法人税、住民税及び事業税 39,951 33,825

法人税等調整額 13,190 9,476

法人税等合計 53,142 43,301

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,818 32,836



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 31,323 76,138

減価償却費 70,109 78,728

のれん償却額 56,797 27,399

負ののれん償却額 △1,170 －

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） △25,627 －

受取利息及び受取配当金 △1,271 △459

支払利息 14,371 13,048

持分法による投資損益（△は益） 2,178 －

長期前払費用償却 9,178 －

固定資産除却損 2,303 －

事業譲渡損益（△は益） － △425

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,905 △5,305

売上債権の増減額（△は増加） △22,978 28,209

前受金の増減額（△は減少） 37,063 8,682

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,031 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,054 △4,303

未払金の増減額（△は減少） △18,341 △30,149

未払費用の増減額（△は減少） 1,321 △5,424

その他の資産の増減額（△は増加） 34,656 13,566

その他の負債の増減額（△は減少） 896 △698

小計 191,738 224,004

利息及び配当金の受取額 1,029 459

利息の支払額 △14,767 △12,809

法人税等の支払額 △33,927 △7,766

営業活動によるキャッシュ・フロー 144,073 203,888

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △60,844 △1,777

無形固定資産の取得による支出 △121,090 △81,646

敷金及び保証金の回収による収入 15,134 220

事業譲渡による収入 － 86,525

その他 △156 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,956 3,321

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 54,000 2,310

長期借入れによる収入 40,000 －

長期借入金の返済による支出 △62,460 △153,644

その他 △221 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 31,318 △151,334



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,435 55,875

現金及び現金同等物の期首残高 237,825 309,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  246,261 ※1  365,168



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業は、サービスの内容を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品・サービス 

 就業障害者支援事業・・・・・ＧＬＴＤの代理店業、保険事務アウトソース 

就業障害者復職支援、就業障害者雇用仲介 

メンタルヘルスケア事業・・・精神疾患による休業者を減らすための予防プログラム（ＥＡＰ）の提案・

運用 

パーソナルリスク事業・・・・個人向け損害保険、生命保険の代理店業 

ビジネスリスク事業・・・・・法人向け損害保険、生命保険の代理店業、保険事務アウトソース 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
就業障害者 
支援事業 
（千円） 

メンタル 
ヘルスケア

事業 
（千円） 

パーソナル
リスク事業
（千円） 

ビジネス 
リスク事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 433,566  532,277  312,278  130,295  1,408,418   －  1,408,418

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  1,299  －  －  1,299 ( ) 1,299  －

計  433,566  533,576  312,278  130,295  1,409,717 ( ) 1,299  1,408,418

営業利益  66,548  77,520  197,971  10,234  352,274 ( ) 289,250  63,023

  
就業障害者 
支援事業 
（千円） 

メンタル 
ヘルスケア

事業 
（千円） 

パーソナル
リスク事業
（千円） 

ビジネス 
リスク事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 422,829  518,017  252,307  100,426  1,293,580   －  1,293,580

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  630  －  －  630 ( ) 630  －

計  422,829  518,647  252,307  100,426  1,294,210 ( ) 630  1,293,580

営業利益  68,570  60,630  196,698  26,568  352,467 ( ) 239,584  112,882

〔所在地別セグメント情報〕



前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報




